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今回の調査目的は，建物被害と地形・地質条件の関係を解明することである．そのため，地形分類図などを元に，
柏崎市中心部の市街地のうち沖積面と砂丘の境界部を今回の調査範囲として設定した．この地域は古くから市街地
の辺縁部にあたる．	
被害程度の判定に際しては独自の基準で複数の客観的項目を設定し，それに基づき調査範囲内における全建物の

被害を記載した．このほか地表面の変形を把握するため道路の亀裂を「開口亀裂」と「圧縮亀裂」にわけ，沈みによっ
て路面に高低差が生じている場合も併せて記載した．
記載した建物の総数は 499 棟となった．前述の調査項目を元に，ここでは被害程度が重い順に A ～ F に分類した

（A：17 棟，B：７棟，C：32 棟，D：36 棟，E：239 棟，F：168 棟）．

地形的要因からみた 2007 年新潟県中越沖地震の建物被害
―柏崎市中心部を事例として―
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2007 年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震は，新潟県上越から中越にかけての広い範囲に被害をもたらした．特に柏崎市では，
市内のおよそ８割の住家に被害が及んだ．本研究では建物被害と地形・地質条件との関係を検討するため，地震発生の５日後にあた
る７月 21 日に現地入りし，柏崎市内において建物被害の調査とその記載を行った．

1.  はじめに

作成した地形分類図によれば，柏崎市中心部は沖積面上に位置している．また，海沿いには幅約２	km，長さ約 10	km で北東－南西
方向に砂丘が発達し，ここが柏崎駅北側に広がる住宅密集地域となっている．	沖積層は厚さ 70	m 以下で，粘土・シルト・砂・礫か
ら構成される軟弱な層である（小林ほか	1995）．沖積層の下位には安田層と呼ばれる下末吉面相当層が存在し，内陸側で段丘を形成
している．

2.  柏崎周辺の地形・地質的特徴

3.  調査結果

調査範囲における被害分布には偏りが認められる．西側で被害が大きく，その中でも被害の大きい建物はある程度まとまって存在している．一戸建て住家 278 棟のみを見た
場合には，砂丘と沖積面の地形面境界付近以北において被害が大きい．また瓦葺の建物 305 棟のうち，瓦の崩落が確認されたのは７棟に過ぎず，一方で基礎に被害が見られた
建物は 499 棟中 167 棟に上った．	
このように建物被害が増大した要因として砂丘斜面における側方流動が考えられる．道路に見られる亀裂はほとんどが東西方向で砂丘の方向と平行している．調査範囲の北

側（砂丘上）においては開口亀裂や沈みが多く見られるのに対し，南側（沖積面上）ではそれが少なくなる．開口亀裂・沈み付近では被害程度の大きい建物が認められる．今
回の地震による砂丘上の亀裂をまとめている Konagai	et	al.	（2007）では，開口亀裂は砂丘の端，圧縮亀裂は砂丘の縁及び沖積面上に位置していることが報告されている．よって
側方流動が起きた可能性は極めて高い．
以上より，調査範囲における家屋被害の要因は地震動そのものによる破損だけではなく，地震に伴う砂丘斜面のすべり・側方流動による基礎の破壊によるものもあると考え

られる．地形面区分よりも細かい被害分布の偏りについては，地表および地下の地質構造，砂丘の形状，建物の構造や建築年代の違いなどが要因として考えられる．
家屋被害の要因に注目して引き続き解析を行い，中越沖地震の被害の全貌とその特徴を明らかにしていきたい．

4.  建物被害の特徴と要因
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図１　地域概観図

図 2　柏崎市街地周辺の地形分類図
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写真No 応急危険度判定 種別 階層 屋根 壁 撤去済み

家→一戸建て住家

赤（危険） ビ→ビル・マンション １→１階建て 茅→茅葺 壊れたところ

黄（世注意） ア→アパート ２→２階建て 瓦→瓦葺 　　から見る

緑(調査済み) 店→店舗 ３→３階建て以上 ト→トタン

車→車庫 他→その他

倉→倉庫

畜→家畜舎

他→その他

赤　　　黄 家　ビ　ア　店　車　倉　畜　他 １　２　３ 茅　瓦　ト　他 土　木　鉄　他 全部　一部

赤　　　黄 家　ビ　ア　店　車　倉　畜　他 １　２　３ 茅　瓦　ト　他 土　木　鉄　他 全部　一部

赤　　　黄 家　ビ　ア　店　車　倉　畜　他 １　２　３ 茅　瓦　ト　他 土　木　鉄　他 全部　一部

赤　　　黄 家　ビ　ア　店　車　倉　畜　他 １　２　３ 茅　瓦　ト　他 土　木　鉄　他 全部　一部
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図 4　調査用紙と判定方法

図 5　調査範囲における建物被害 図 6　集計結果に基づく	 	
	 	 	 	 	 被害割合


